
第１問 現代社会における地図と地理情報の活用に関する次の問い（問１～６）に答

えよ。（配点 ２０）

問 １ 次の図１は，ある地域の１９８５年と２０１５年に発行された�万�千分の�地形

図（原寸，一部改変）である。図１中のＡ～Ｄは，２０１５年に主に住宅地として

利用されている範囲であり，下の�～�の文は，Ａ～Ｄのいずれかについて述

べたものである。Ａについて述べた文として最も適当なものを，下の�～�の

うちから一つ選べ。 １

2015　年

Ａ

B

C

D

1985　年

Ａ

B

C

D

図 １

� 尾根や谷が入り組んだ傾斜地を造成してつくられた。

� 主に水田として利用されていた低地につくられた。

� 果樹園や水田として利用されていた台地上につくられた。

� かつてから住宅地であった。
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問 ２ 次の図２は，自然堤防や後背湿地を含む日本のある地域の空中写真であり，

下の図３は，図２中の地点アとイを結ぶ点線に沿って，数値標高データを用い

て作成した地形断面図である。また，下の文ａとｂは，図２中の地点ＦとＧの

いずれかの地形の特徴について述べたものである。自然堤防に該当する地点と

文との組合せとして最も適当なものを，下の�～�のうちから一つ選べ。

２

400　m0ア

イ
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F

国土地理院の資料により作成。

図 ２

距　離

ア

F

G イ

標　

高
0
1
2
3

m

地理院地図により作成。

図 ３

ａ 川や旧河道に沿ってみられる水はけの良い地形

ｂ 地盤が軟弱かつ水がたまりやすい地形

� � � �

地 点 Ｆ Ｆ Ｇ Ｇ

文 ａ ｂ ａ ｂ
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問 ３ 次の図４は，ある地域のｘ駅からｙ駅まで移動するときに，GIS（地理情報

システム）を用いて検索したいくつかの経路を示したものであり，Ｊ～Ｌは，

一般道のみを利用する経路，高速道路を利用する経路，鉄道を利用する経路の

いずれかである。また，下の表１は，経路の長さと，平日の異なる時間帯の出

発を想定した所要時間＊の検索結果を，経路ごとに示したものである。経路と

Ｊ～Ｌとの正しい組合せを，次ページの�～�のうちから一つ選べ。 ３

＊鉄道を利用する経路は，快速列車を利用するものとし，所要時間はｘ駅での待ち時

間を含まない最短乗車時間。

2　km 0

Ｊ

ｘ

ｙ

Ｋ

Ｌ

駅
鉄道または
主な道路
市街地

水域

国土数値情報などにより作成。

図 ４

表 １

経路の長さ（km）
ｘ駅からｙ駅までの所要時間（分）

午前�時頃出発 午後�時頃出発

Ｊ ２６．９ ２１ ２１

Ｋ ２０．１ ５３ ４７

Ｌ ２６．１ ３７ ３６

Googleマップにより作成。
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� � � � � �

一般道のみを利用する経路 Ｊ Ｊ Ｋ Ｋ Ｌ Ｌ

高速道路を利用する経路 Ｋ Ｌ Ｊ Ｌ Ｊ Ｋ

鉄道を利用する経路 Ｌ Ｋ Ｌ Ｊ Ｋ Ｊ

問 ４ GISを利用して統計地図を作成する際には，統計データの種類や性質によっ

て適当な地図の表現方法を選択する必要がある。次の図５は，ある県における

人口を，異なる方法によって統計地図として表現したものである。人口を表現

した統計地図として適当でないものを，図５中の�～�のうちから一つ選べ。

４

高位
中位
低位

0 25　km

1　点＝　100　人

10　万人以上
5　万人～10　万人
5　万人未満

0 25　km 0 25　km

0 25　km

万人
10
　1

統計年次は２０１５年。国勢調査などにより作成。

図 ５
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問 ５ 次の図６は，ある地域における大雨に伴う災害時の避難場所を考えるため

に，GISを用いて地域の特徴を示したものであり，下の文章カ～クは，図６中

のＰ～Ｒのいずれかの地点について，避難場所としての長所と短所を述べたも

のである。Ｐ～Ｒとカ～クとの組合せとして最も適当なものを，下の�～�の

うちから一つ選べ。 ５

40　m 0 400　m

20　m

Ｑ

Ｒ

Ｐ Ｐ

Ｑ

Ｒ

水域 浸水の危険性がある区域 土砂災害の危険性がある区域

水域と危険性がある区域水域と等高線

基盤地図情報などにより作成。

図 ６

カ 山地から離れた地点であり，土砂災害の危険性は低い。しかし，地点の北

側では浸水に注意が必要である。

キ 山地に近い地点であり，浸水の危険性は低い。しかし，周囲では崖崩れや

土石流に注意が必要である。

ク 周囲よりも標高が高い地点であり，浸水の危険性がある区域には含まれて

いない。しかし，周囲では崖崩れや浸水に注意が必要である。

� � � � � �

Ｐ カ カ キ キ ク ク

Ｑ キ ク カ ク カ キ

Ｒ ク キ ク カ キ カ
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問 ６ 大規模な地震の発生時には，公共交通機関が停止し，外出先からの帰宅手段

が徒歩のみとなる人たちが多く発生することが指摘されている。こうした事態

への対策として，地理情報と GISを活用した事例について述べた文として適

当でないものを，次の�～�のうちから一つ選べ。 ６

� 駅から一定距離内に位置する公共施設を特定し，帰宅が困難となった人た

ちが一時的に滞在できる施設数を把握した。

� 帰宅が困難となった人たちが滞在可能な施設であることを示すステッカー

を作成し，建物の出入口に貼り付けた。

� 帰宅者の自宅までの徒歩での距離を計測し，遠距離のために帰宅が困難と

なる人数を推計した。

� 道路データと，土砂災害の危険性がある区域データとを重ね合わせること

で，帰宅者が利用すると危険なルートを把握した。

地理Ａ

―１２７― （２６０２―１２７）



第２問 地理の授業で，なぜ私たちは世界の様々なものを飲んだり食べたりできる

のだろうか，という課題を探究することになった。食文化に関する次の問い（問

１～６）に答えよ。（配点 ２０）

問 １ チサキさんたちは，日本でも流行したタピオカミルクティーを切り口に，食

文化の多様性を調べた。次の資料１は，タピオカミルクティーの概要をノート

にまとめたものであり，Ａ～Ｃは，タピオカミルクティーの原材料である

キャッサバ，サトウキビ，茶のいずれかについて，生産量上位�か国とそれら

が世界に占める割合を示したものである。原材料名とＡ～Ｃとの正しい組合せ

を，次ページの�～�のうちから一つ選べ。 ７

資料　１

A C

スリ
ランカ
6
ケニア
7

ベトナム
4　

中国
40　％

インド
22

コンゴ民主
共和国
11

タイ
11

その他

その他

ブラジル
6

ナイ
ジェリア
20　％

インド
ネシア
7

B

　砂糖を入れたミルクティーに，キャッサバから作られた大粒の

　タピオカを入れた，台湾発祥の茶飲料。

　日本をはじめ世界で流行し，地域の特性に合わせた様々な

　種類がある。　　　　　　　

なぜ世界の様々なものが集まり，飲んだり食べたりできるようになったのだろうか。

タピオカミルクティーについて

中国
6

インド
17タイ

5

パキス
タン
4

その他 ブラジル
41　％

中国の数値は台湾，ホンコン，マカオを含まない。

統計年次は２０１７年。『世界国勢図会』などにより作成。
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� � � � � �

キャッサバ Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ｃ Ｃ

サトウキビ Ｂ Ｃ Ａ Ｃ Ａ Ｂ

茶 Ｃ Ｂ Ｃ Ａ Ｂ Ａ

問 ２ チサキさんたちは，資料１中の下線部に関して，世界中の様々なものが日本

で食べられるようになった理由について，輸入される食べ物の事例をあげて考

えてみた。その理由と事例として適当でないものを，次の�～�のうちから一

つ選べ。 ８

� 原産地を表示する制度により，地域ブランドを明示したフランス産のチー

ズが安価に輸入されるようになった。

� 自由貿易協定の締結により，オーストラリア産の牛肉が低い関税で輸入さ

れるようになった。

� 輸送技術の向上により，ニュージーランド産のカボチャが日本での生産の
は ざかい き

端境期に輸入されるようになった。

� 養殖技術の確立により，ノルウェー産のサーモンを一年中輸入できるよう

になった。

地理Ａ
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問 ３ 次にチサキさんたちは，いくつかの作物について，栽培起源地域，栽培起源
でん ぱ

地域およびヨーロッパにおける�人当たり年間供給量，伝播の過程を次の資料

２にまとめた。資料２中のＥ～Ｇは，キャッサバ，コーヒー，茶のいずれかで

あり，Ｘ～Ｚには，下のア～ウのいずれかの地域が当てはまる。Ｘ～Ｚとア～

ウとの組合せとして最も適当なものを，下の�～�のうちから一つ選べ。

９

資料 ２

作 物
栽培起源

地域

�人当たり
年間供給量（kg） 伝播の過程

栽培起源地域 ヨーロッパ

Ｅ （ Ｘ ） ０．６ ４．１
イスラーム（イスラム教）の

地域を経由して伝わった。

Ｆ （ Ｙ ） １．１ ０．６
陸路と海路による交易を通

して伝わった。

Ｇ （ Ｚ ） ２０．５ ０．０
大西洋における貿易を通し

て伝わった。

統計年次は２０１３年。FAOSTATなどにより作成。

ア アフリカ イ 中央・南アメリカ ウ 東アジア

� � � � � �

Ｘ ア ア イ イ ウ ウ

Ｙ イ ウ ア ウ ア イ

Ｚ ウ イ ウ ア イ ア
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問 ５ 食文化の多様性について考察したチサキさんたちは，これまで調べてきたこ

とについて振り返りながら先生と話し合った。次の会話文中の下線部ａの具体

例は，下の文タとチのいずれかであり，下線部ｂの具体例は，下の文マとミの

いずれかである。ａとｂの具体例を示した文の組合せとして最も適当なもの

を，下の�～�のうちから一つ選べ。 １１

チサキ 「食文化の広がりの中で，私たちがａ世界の様々なものを口にできるよう

になったことを考えてきましたね」

ムスブ 「食べ物が様々なルートで伝播し，ｂその地域に特有の食べ物が生み出さ

れていくこともみてきました」

先 生 「その両面がみられるのがタピオカミルクティーといえそうですね。食文

化はグローバル化がみられるとともに，地域の独自性も大切にされていま

す。次の授業に向けて，もう少し掘り下げていきましょう」

ａの具体例

タ 日本でインド料理店やイタリア料理店がみられること

チ 日本で郷土料理店が多言語対応をすること

ｂの具体例

マ アボカドやカニ風味かまぼこなどを巻いた寿司

ミ 現地で生産された牛乳によってつくられたヨーグルト

� � � �

ａ タ タ チ チ

ｂ マ ミ マ ミ
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問 ６ 先生と話し合った後にチサキさんたちは，食文化に関わる様々な課題やその

解決策について考えた。生徒たちが考えた内容のうち，各地域の食文化に配慮

した持続可能な発展につながるものとしては適当でないものを，次の�～�の

うちから一つ選べ。 １２

� 学校教育の中で，地産地消を通して食文化について学習することで，地域

の風土や伝統文化についての理解を深める。

� 国際協力として食料援助を行う際に，井戸の整備や現地の伝統的な食生活

に配慮した援助をする。

� 多国籍企業である穀物メジャーが，農産物の生産・流通や種子・肥料開発

などを手がけ，通年で安価な穀物を供給する。

� 輸出型のプランテーション作物の栽培が続けられてきた地域で，自給作物

の栽培を進め，安定的に食料を確保する。

地理Ａ
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第３問 南アジアに関する次の問い（問１～６）に答えよ。（配点 ２０）

問 １ 南アジアには様々な気候帯や農業地域が分布している。次の図１中のア～ウ

は，図２中の地点Ａ～Ｃのいずれかにおける最多雨月と最少雨月の月降水量を

示したものである。地点Ａに該当する月降水量と，図２中のＥ州において小麦

と米のうち生産量が多い作物との正しい組合せを，下の�～�のうちから一つ

選べ。 １３

0

100

200

300

400

500
mm

7　月

10　月

8　月

2　月

12　月 12　月

ア イ ウ

A
C

B

E　州

気象庁の資料により作成。

図 １ 図 ２

� � � � � �

地点Ａに該当する月降水量 ア ア イ イ ウ ウ

Ｅ州において

生産量が多い作物
小 麦 米 小 麦 米 小 麦 米

問 ２ 次ページの会話文は，高校生のトモさんとセナさんが，インドにおける穀物

の生産量の変化とその要因について，次ページの図３と図４をもとに先生と話

し合ったものである。会話文中の空欄カとキに当てはまる語句の組合せとして

最も適当なものを，次ページの�～�のうちから一つ選べ。 １４

地理Ａ
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インド政府の資料により作成。 統計年次は２０１４～２０１５年。インド政府の資

料により作成。

図 ３ 図 ４

ト モ 「図３は，インドにおける穀物の生産量と耕地面積について，１９５０年の値
かんがい

を１００とした指数の推移を示しています。耕地面積に占める灌漑面積の割

合とともに，生産量も増えていますね」

セ ナ 「この図から考えると，生産量が増加した主な要因は（ カ ）の拡大とい

えますね」

先 生 「作物や地域ごとの差に注目することも大切です。図４は，小麦の耕地面

積に占める灌漑面積の割合と，小麦の収量を州ごとに示したものです。灌

漑面積の割合が１００％に近い州でも，収量には大きな差がありますね」

ト モ 「点線で囲まれた州の収量が特に高い理由としては，自然条件とともに，

（ キ ）の栽培が広く行われていることが考えられますね」

� � � �

カ 耕地面積 耕地面積 灌漑面積 灌漑面積

キ 改良した品種 在来の品種 改良した品種 在来の品種
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問 ４ 次の表１は，インドにおけるいくつかの食料品について，２０１０年の�人当

たり年間供給量と，それを１９７０年の値を１００とした指数で示したものであ
か きん

り，Ｊ～Ｌは，家禽＊の肉，牛肉（水牛を含む），牛乳のいずれかである。食料

品名とＪ～Ｌとの正しい組合せを，下の�～�のうちから一つ選べ。 １６

＊鶏や七面鳥など。

表 １

２０１０年の�人当たり
年間供給量（kg）

１９７０年の値を１００とした指数

Ｊ ４９．８ ２１５

Ｋ １．８ １，０８２

Ｌ １．５ ６３

FAOSTATにより作成。

� � � � � �

家禽の肉 Ｊ Ｊ Ｋ Ｋ Ｌ Ｌ

牛 肉 Ｋ Ｌ Ｊ Ｌ Ｊ Ｋ

牛 乳 Ｌ Ｋ Ｌ Ｊ Ｋ Ｊ
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問 ６ 経済が急速に成長しているインドでは，地域間の経済格差が大きい。次の図

５は，インドにおける�人当たり州＊内総生産を示したものであり，表２は，

図５中のＸ州とＹ州における人口増加率，２００１年と２０１１年の都市人口率，都

市の失業率と，それらの指標の全国平均を示したものである。図５と表２から

読み取れることがらとその背景について述べた下の文章中の下線部�～�のう

ちから，適当でないものを一つ選べ。 １８
とうしよ

＊連邦直轄地を含み，島嶼部と国境係争地を除く。

上位
中位
下位

X　州

Y　州

デリー

データなし

表 ２

（単位：％）

Ｘ州 Ｙ州 全国
平均

人口増加率 １６．０ ２５．４ １７．７

都市

人口

率

２００１年 ４２．４ １０．５ ２７．８

２０１１年 ４５．２ １１．３ ３１．１

都市の失業率 ２．３ ５．６ ３．４

統計年次は，人口増加率が２００１～２０１１

年，都市の失業率が２０１１年。インド政

府の資料により作成。

統計年次は２０１１年または２０１２年。

インド政府の資料により作成。

図 ５

インドでは，�自動車産業や情報通信技術産業の成長を背景として，西部

やデリー周辺などに経済発展が顕著な地域がみられる。それらの地域では，

Ｘ州のように都市への人口集中が進み，�雇用機会が豊富であると考えられ

る。�東部や内陸部には経済発展が遅れた地域が広くみられ，Ｙ州では�農

村部の人口が減少している。

地理Ａ
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第４問 世界の結びつきと地球的課題に関する次の問い（問１～６）に答えよ。

（配点 ２０）

問 １ 現代の世界は，様々な商品の物流によって互いに結びついている。次の図１

は，いくつかの年のコンテナ貨物取扱量について，東・東南アジアにおける上

位１０位までの港の位置を示したものであり，ＡとＢは２０００年と２０１８年のい

ずれかである。また，図１中の凡例アとイは，コンテナ貨物取扱量上位�～�

位の港と，�～１０位の港のいずれかである。２０１８年の図と上位�～�位の港

との正しい組合せを，下の�～�のうちから一つ選べ。 １９

Ａ Ｂ

ア
イ

Review of Maritime Transportなどにより作成。

図 １

� � � �

２０１８年の図 Ａ Ａ Ｂ Ｂ

上位�～�位の港 ア イ ア イ

地理Ａ
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問 ２ 世界の様々な地域は，旅行客の移動によって結びついている。次の図２は，

いくつかの国について，２０１７年における国家間の旅行客の移動を示したもの

であり，カ～クは，イギリス，イタリア，オーストラリアのいずれかである。

カ～クと国名との正しい組合せを，下の�～�のうちから一つ選べ。 ２０

50　未満

50～100

100～300

300　以上(万人)

カ

キ ク

統計年次は２０１７年。World Tourism Organizationの資料により作成。

図 ２

カ キ ク

� イギリス イタリア オーストラリア

� イギリス オーストラリア イタリア

� イタリア イギリス オーストラリア

� イタリア オーストラリア イギリス

� オーストラリア イギリス イタリア

� オーストラリア イタリア イギリス
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問 ３ 国境を越えた労働力の移動は，世界の地域間の結びつきを強めている。次の

図３中のＪとＫは，日本に在留するブラジル国籍とベトナム国籍の居住者のい

ずれかについて，全国の居住者数の推移を示したものである。また，下の図４

中のＭとＮは，日本に在留するブラジル国籍とベトナム国籍の居住者のいずれ

かについて，２０１８年の全国の居住者数に占める都道府県別の割合を示したも

のである。ベトナム国籍の居住者に該当する正しい組合せを，次ページの�～

�のうちから一つ選べ。 ２１

2006 2008 2010 2012 2014 2016 2018年

J

K
0

20

30

40
万人

10

『在留外国人統計』により作成。

図 ３

Ｍ Ｎ

30
%
15
5

統計年次は２０１８年。『在留外国人統計』により作成。

図 ４

地理Ａ

―１４２― （２６０２―１４２）



� � � �

全国の居住者数の推移 Ｊ Ｊ Ｋ Ｋ

都道府県別の割合 Ｍ Ｎ Ｍ Ｎ

問 ４ 産業化や都市化の進展に伴うエネルギー消費の急速な増加は，地球的課題の

一つとなっている。次の図５は，いくつかの国における１９６５年，１９９０年，

２０１５年の�人当たり�次エネルギー消費量＊と都市人口率を示したものであ

り，�～�は，アメリカ合衆国，サウジアラビア，中国＊＊，ドイツ＊＊＊のいず

れかである。ドイツに該当するものを，図５中の�～�のうちから一つ選べ。

２２

＊石油に換算したときの値。
＊＊台湾，ホンコン，マカオを含まない。
＊＊＊１９６５年は旧西ドイツと旧東ドイツを合わせた値。

0 8642
0

20

40

60

80

100
％

１人当たり１次エネルギー消費量
10　トン

都
市
人
口
率

1965　年
1990　年
2015　年

BP Statistical Review of World Energyなどにより作成。

図 ５
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問 ５ 地球的課題の一つである砂漠化は，複雑なメカニズムで起こると考えられて

いる。次の図６は，砂漠化のメカニズムとその影響を示した模式図であり，下

の文サとシのいずれかは，図６中のＰの状況に関することがらを述べたもので

ある。また，図６中の空欄ＸとＹには，塩類の集積と土壌侵食の増加のいずれ

かが当てはまる。Ｐの状況に関することがらを述べた文と空欄Ｘに当てはまる

語句との組合せとして最も適当なものを，次ページの�～�のうちから一つ選

べ。 ２３

政治的・経済的
不安定性

過放牧・過耕作・過伐採・
　　　　　　かんがい

大規模灌漑

YX

P

植生の減少

生物資源の減少

貧困率の上昇・居住環境の悪化

地下水位の上昇・
蒸発量の増加

気候変動・
干ばつ

環境省の資料などにより作成。

図 ６

サ 家族計画の推進による人口構造の変化

シ 市場経済の拡大による資源需要の増加

地理Ａ
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� � � �

Ｐ サ サ シ シ

Ｘ 塩類の集積 土壌侵食の増加 塩類の集積 土壌侵食の増加

問 ６ 地球的課題を解決するために，世界各地で様々な取組みが積み重ねられてき

た。先進国と発展途上国との経済格差の是正に直接つながる取組みとして最も

適当なものを，次の�～�のうちから一つ選べ。 ２４

� 市街地での自動車の利用を制限し，排出ガスを抑制するなどして，環境の

悪化を防ぐ。

� 自然環境を保全する取組みを行うことにより，生物の多様性を守る。

� 農産物や製品などの商取引が，生産者にとって公平な価格で行われるよう

な仕組みをつくる。

� 廃棄される食品の量を減少させるために，流通を効率的に管理するシステ

ムをつくる。

地理Ａ
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みや づ

第５問 京都市に住む高校生のタロウさんは，京都府北部にある宮津市の地域調査

を行った。次の図１を見て，この地域調査に関する下の問い（問１～６）に答えよ。

（配点 ２０）

0

0 10　km

20　km

宮津市界
市町村界

京都市京都市京都市

大阪市大阪市大阪市

左図の範囲

京都府京都府京丹後市京丹後市京丹後市

与謝野町与謝野町与謝野町

宮津市中心部宮津市中心部宮津市中心部

宮津市宮津市XXX

左図の陸地では，色の濃い部分ほど標高の高い地域を示している。

宮津市界の一部は水面上にある。

国土数値情報などにより作成。

図 １
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問 １ タロウさんは，京都府における人口変化の地域差と京都市との関係を調べる

ために，主題図を作成した。次の図２は，京都府の各市町村について，１９９０～

２０１５年の人口増減率と２０１５年の京都市への通勤率を示したものである。図２

から読み取れることがらを述べた文として正しいものを，下の�～�のうちか

ら一つ選べ。 ２５

2015　年の京都市への通勤率1990～2015　年の人口増減率

増加
０～15　％減少 ０ 20　km15　％以上減少

10　％以上
３～10　％
３％未満

京
都
市

宮津市

京
都
市

宮津市

国勢調査により作成。

図 ２

� 宮津市とその隣接市町村では，すべての市町村で人口が１５％以上減少し

ている。

� 京都市への通勤率が１０％以上の市町村では，すべての市町村で人口が増

加している。

� 京都市への通勤率が�～１０％の市町村の中には，人口が増加している市

町村がある。

� 京都市への通勤率が�％未満の市町村の中には，人口が増加している市町

村がある。
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問 ２ タロウさんは，宮津市の中心部が城下町であったことに関心をもち，現在の

地形図と江戸時代に描かれた絵図を比較して，地域の変化を調べることにし

た。次ページの図３中のアは，宮津市中心部の現在の地形図であり，イは，ア

とほぼ同じ範囲の江戸時代に描かれた宮津城とその周辺の絵図を編集したもの

である。図３から読み取れることがらとして最も適当なものを，次の�～�の

うちから一つ選べ。 ２６

しんはま ほんまち

� 新浜から本町にかけての地区には，江戸時代は武家屋敷が広がっていた。

� 体育館の北側にある船着き場は，近代以降の埋立地に立地している。
おお て ばし

� 宮津駅から大手橋までの道は，江戸時代から城下町の主要道であった。

� 宮津城の本丸の跡地には，市役所を含む官公庁が立地している。

地理Ａ
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0 200　m

ア

大手橋

地理院地図により作成。

イ

本丸

内堀

外堀

新浜
魚屋町
本町 大手橋

二の丸
三
の
丸

大
手
川

宮津城，宮津藩
の施設，または
武家屋敷

弘化�（１８４５）年に描かれた絵図を編集したものであるため歪みがある。
『宮津市史』をもとに作成。

図 ３
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あ そ あまのはしだて

問 ３ 宮津湾と阿蘇海の間にある砂州は天橋立と呼ばれ，有名な観光地であるこ

とを知ったタロウさんは，様々な地点から天橋立の写真を撮影した。次の図４

は，図１中のＸの範囲を示したものであり，下の写真１は，図４中の地点Ａ～

Ｄのいずれかから矢印の方向に撮影したものである。地点Ａに該当するもの

を，写真１中の�～�のうちから一つ選べ。 ２７

阿蘇海

宮
津
湾天

橋
立

3　km0

Ａ

Ｂ
Ｃ
Ｄ

地理院地図により作成。

図 ４

� �

� �
写真 １
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たん ご

問 ４ 天橋立近くの土産物店で丹後ちりめんの織物製品が数多く売られているの

を見たタロウさんは，丹後ちりめんについて調べ，次の資料１にまとめた。資

料１中の空欄カ～クに当てはまる語の正しい組合せを，下の�～�のうちから

一つ選べ。 ２８

資料 １

●丹後ちりめんの特徴

・生地に細かい凹凸のある絹織物。

・しわが寄りにくく，風合いや色合いに優れる。
きようたん ご よ さ の

・主要な産地は京都府の京 丹後市と与謝野町

で，冬季の（ カ ）季節風が生産に適する。

●丹後ちりめんの動向
にしじんおり

・１９６０～７０年代：豊富な労働力や広い土地を求めた京都市の西陣織の業者

から仕事を請け負い，生産量が多かった。

・１９８０～９０年代：和服を着る機会が減少したことと（ キ ）な織物製品の

輸入が急増したことで，生産が縮小した。

・２０００年以降：洋服の生地や，スカーフ，インテリア用品などの商品開発

を進めるとともに，（ ク ）により海外市場へ進出しつつある。

カ キ ク

� 乾いた 安 価 大量生産

� 乾いた 安 価 ブランド化

� 乾いた 高 価 大量生産

� 乾いた 高 価 ブランド化

� 湿った 安 価 大量生産

� 湿った 安 価 ブランド化

� 湿った 高 価 大量生産

	 湿った 高 価 ブランド化
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問 ５ タロウさんは，宮津市北部の山間部にある集落で調査を行った。次の資料２

は，ある集落の住民に対してタロウさんが実施した聞き取り調査の結果を整理

したものと，その内容から考察したことをまとめたものである。タロウさんの

考察をまとめた文として適当でないものを，資料２中の�～�のうちから一つ

選べ。 ２９

資料 ２

【聞き取り調査の結果】

●小学校（分校）の廃校

・かつては集落に子どもが多かったため，分校が設置されていた。

・廃校に伴い，集落の小学生は，遠くの学校に通うことになる。

●伝統的な文化や技術の継承
た ち ふ

・春祭りで行われていた太刀振り神事が途絶えてしまった。

・集落にある植物を用いた織物や和紙がつくられてきた。

●都市と農村の交流

・NPOや地元企業などにより，棚田の保全が進められている。

・集落の周辺で，ブナ林や湿地などをめぐるツアーが行われている。

●移住者の増加

・米作りや狩猟を行うことを目的として移住してきた人がいる。

・移住者の中には，古民家を改修して居住する人がいる。

【考察】

� 小学校の廃校は，若年層の継続的な流出や少子化が背景にある。

� 住民の高齢化により，伝統的な文化や技術の担い手が減少している。

� 自然環境への関心の高まりにより，都市と農村の交流が進められてい

る。

� 移住者の増加は，宮津市における人口の郊外化が背景にある。
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問 ６ 天橋立で多くの外国人を見かけたタロウさんは，外国人観光客の動向を調べ

ることにした。次の図５は，２０１８年の外国人延べ宿泊者数＊と，その２０１３年

に対する比を都道府県別に示したものである。また，下の文章は，図５から読

み取れることがらとその背景について述べたものであり，空欄サには大阪府と

沖縄県のいずれか，空欄シには下の文ＦとＧのいずれかが当てはまる。空欄サ

に当てはまる府県名と空欄シに当てはまる文との組合せとして最も適当なもの

を，下の�～�のうちから一つ選べ。 ３０

＊宿泊者数×宿泊数。

2018　年 2013　年に対する比

高位2400
万人泊

中位
低位

1000
100

観光庁の資料により作成。

図 ５

２０１８年の外国人延べ宿泊者数をみると，東京都が最多であり，次に多いの

が（ サ ）である。また，２０１３年に対する比をみると，外国人延べ宿泊者数

が少ない県で高位を示すところが多く，この背景として，（ シ ）外国人旅行

者が増加し，外国人の宿泊地が多様化したことが考えられる。

Ｆ 温泉や農山漁村を訪れて体験型の観光を楽しむ

Ｇ ショッピングや大型テーマパークを楽しむ

� 大阪府―Ｆ � 大阪府―Ｇ � 沖縄県―Ｆ � 沖縄県―Ｇ
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